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＜平成２１年度＞食品安全委員会が自ら食品健康影響評価を行う案件候補に

関する企画専門調査会における審議結果について

番号 評価課題／危害要因 検討結果 審議の経緯

１ カフェイン 情報収集及び情 【第３２回企画専門調査会会合】

報提供（特に妊産 ○企画専門調査会としての決定

婦や子供向け）を 平成２１年度の自ら評価の案件候補として

行う。 は見送るが、カフェイン強化食品による過剰

摂取や妊産婦及び子供への影響が懸念されて

いることから、情報収集を行い、特に妊産婦

や子供の摂取についての情報提供を行うべき。

２ アルミニウム 自ら評価の案件 【第３２回企画専門調査会会合】

候補として食品安 ○企画専門調査会としての決定

全委員会に報告す 摂取の実態把握、調査研究、情報収集及び

る。 評価に必要な毒性等の所見、知見及びデータ

が不足しているが、まず、それらの収集・蓄

積から始めることとし、自ら評価の案件候補

として委員会に報告すべきである。

○主な意見

・ 理由・データが十分でないので、自ら評

価案件として決定するに当たっては、国民の

不安をあおることのないよう、取り上げた理

由や目指す方向について丁寧に説明をするこ

とが必要である。

・ 摂取するソースが多様であるため具体的

な出口設定が難しいと思うが、例えば、添加

物について海外で検討が始まっていることを

踏まえ、現在の基準について再検証するとい

った切り口もあるのではないか。

・ 国際機関での基準の変更を踏まえ、最新

の情報を加えて委員会が科学的評価を行い、

これにより国民の不安感を払拭すべき。

・ 自ら評価案件とすることにより却って消

費者の不安感をあおることになるおそれがあ

る上に、国際機関による評価を待っている状

況にあり、暴露の実態、毒性、健康被害等に

関するデータも少ないため、国際機関の評価

結果やデータを集めた上で評価を行うべき。
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３ トランス脂肪酸 自ら評価の案件 【第３２回企画専門調査会会合】

候補として食品安 ○企画専門調査会としての決定

全委員会に報告す 食生活の変化により若年層の摂取が増えて

る。 いると考えられることから、自ら評価の案件

候補として委員会に報告すべきである。

○主な意見

・ 若年層や女性の食生活を勘案すると、将

来的に大きな問題になる可能性があることか

ら、評価を行うべき。

・ 民間企業もあいまいな不安感から低減の

取組を行っている面があるため、評価を行っ

てリスクをきちんと把握することは民間企業

にとってもメリットがある。

・ 特にハイリスク群（高脂血症や成人病の

人）にどういう悪影響があるかも含めた評価

を行うべき。

４ シガテラ毒 見送る。 【第３２回企画専門調査会会合】

○企画専門調査会としての決定

現在実施中の研究事業の結果を踏まえて、評

価の必要性を検討するべきであることから、平

成２１年度の自ら評価の案件候補としては見送

ることとした。
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